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，注

.意
，‘.を
.價

す

可

き

もの
：：

其
條 

尙
は
頗
る
‘
#
し
b要
す
，る
'お

；彼
は
1
ア
ト
力
ン
，ホ

よ
ム

J

の
一
立
脚
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よ
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諷
斷
を
下
.せ

る

の
‘れ
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て
、早
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能
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千
五
お
®

务

九

：年
0
春
に
，在

，て
举
キ

-
^
:
:
r

世
紀
の
核
に

.：.至
ク

て
‘漸
く
 

！ 

般
社
會

0

承
認
す
る
所
：

5
0

な
.

し̂意
：：

息
を
主
贱
せ
も
の
ビ
稱
ず
ぜ
き
な
ム
。替
人
は
他
日
此 

書
の
全
般
に

'涉
ヶ
て
紹
介

す

を

の

：機
お
る
可
：き
を
：斯

文

: 

:r 

'

ニ 

U
 

-

Elizabeth

女
王
は

1.
千
五
百
五
十

A
年
を
以
て
玉

.位
に
即
け

-
。̂厳
肅
な
る
經
濟
制
魔
、談
實
な 

る
財
政
策
の
誘
入
に
據

5

て
國

家

の

信

用

を

恢

復

し

、地
方
，民
の
窮
態
、多
數
.都
市
の
衰
滅
に
對 

す
る
救
，辨
の
方
法
を
講
す
る
は
當
に
彼
女
の
治
世
に
於
け
る

 

'第
.

1

の

急

務

な

-
^
し

な

愿

被
 

の
聲
理
を
以
て
始
ま
ク
、總
て
徒
弟
條
例
ぐ
爲

i

s

法
を
以
て
終
れ
る
女
王
’.の
御
宇
の
法
制 

は

就

に

發

動

し

つ

，、
*
-

し̂

a

然
の
氣
蓮
ギ
合
し
て
當
時
の
産
業
組
織
に
滿
足
な
る

：

基
礎
を 

與
へ
た

i

0

れ

と

も

此

御

世

に

於

け

る

最

'も
注
意
す
可
き
事
：賞
‘は

光

黎

陸

離

だ

る

英

國

.海
：上 

權
の

.發

達

な

辟

に
私
的
企
業
に
由

P

て
行
は
れ
ね
る
印
度
實
易
の
發
遂
は
管
に
英
國
々
力 

の發展富め墙大を促じ

ケ

み
の
み
な
.

&
♦
、又
以
て
此
：國
：に
，於

.：̂
•
.る
，
經
：濟
思
想
の
進
涉
じ 

赏
獻
し
，た
.る

 

所 

參
大
な

.
= ̂
し
^̂
記
膽

 

せ 

ざ
る
可
ら
す
。

d
i
z
a
b
e
t
h

の
初
年

..に

.當-=> 
時

の

國

称

大

S
r

. William.‘’：cecyl 
(Cecil)

は
其
手
記
に
貌
じ
る

數
篇
の
文
書
中
：に
於
で
減
出
高
ビ
盛
金
搏
の
，雜
動
ミ
：

.の
-開
#
.
を
.翰 

書
は
年
月
を

®

か
ざ
る
も

め
；.：

が
グ
ビ

m
.も
*其
^

0
に
：牆
か

.て
察
す
る

U
' T

千H
4

商
六
十
五
年 

の
前
後
に
於
て
此
れ
る
も
の
な
る
可
し

)

。是
等
の
文

#
"は
孰

.ザ
も

®

蘭
西
：及
び
低

.陛
詣
國

：

ざ
の 

商
業
關
係
復

.典
に
闘
す
る

.も
の
に
し
て
、安
得

®

を
英
國
纖

#

市
場
た

.ら
し

.む

.る
の
.便
否
及
び 

佛
國
ょ

.：̂

す
る
韻
荷
酒
輸
入

®
.加
の
結
振
等
を
仔
桃
に
券
察
せ
ム
。彼
ほ
道
般
の
問
週
に
就
き 

て
考
察
す
る
に
當
た
最
も
公
平
な
る
態
度
を
以
て
之
に
購
み
，、維

0

 J
、

饥
を
擧
げ
て
外
國
贸
易 

に
依
®
す
る
を
否
足
す
る
に
倾
き
、殊
に
低
陸
識
國
ご
の
資
思
お

w

b
で
は
不
必
要

t
g
s
.

輸
入 

過
參
に
し
て
ぽ
跡
ょ

A
す
る
輸
出
品

.，の

.み
を

.碑

，で
念
に
答
ふ
.る
.
こ

，
を

御

ま

す

、
維 

貨
は
大
部
分
に
風
び
去
ら
る
、
に
至
る
可
き
を
痛
默
せ

»
p
o (R

e
s
o
n
s
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ら
れ
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R
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i
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i
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A
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l
e
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I
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主
張
じ
祐
み
意 

見
わ
綴
ト
银
じ
化

K
v
o
m 

P此
"書

の

一

各

み

著

，举

日

く

嚴

國

'仏

外

國

瓶

品

r

の

必

要
'を
.感

，じ
M

し
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て
自
國
內
に
鎭
山
を
有
，せ

ざ

る

も

の

な

る

が

故

に

','へop
o
r
t
e
t

 

p
a
t
r
e
m

 

i
^
m
i
i
i
a
s

 

v

サnd
a
c
e
m

 

e
s
s
e
,

 

n
o
n

 

e
m
a
c
e
m

ゴ
マ

j

云
へ
る
彼
の
善
度
な
.る
あ
農
夹

M
a
r
c
u
s
.
'
,
c
a
t
?

の
：意
見
に
從
.ひ
、吾
人
が
海
外
ょ

5
 

購
入
す
る
貨
物
に
比
レ
更
に
價
値
大
な
る
货
'物
を
國
外
に
輸
送
す
る
に
至
ら
ぱ
國
家
は
其
楚 

額
を
货
修
を
以
て
收

1

乂
す
る
こ

ざ

、

儒
ら
ざ
る
を
得

'す」

云
々

^̂し(
1

千
五
百
九
十
八
年
版

s
t
o
w

 

のS
u
r
v
e
y

 

o
f

 

L
o
n
d
o
n
.

中
に
見
ゆ
、其
国
百
五
‘十

買

し

て

又

R
o
b
e
r
t

 

H

ざh
c
o
c
k

は

1

.千
五

W

八
十 

年
二
月

1

日
版
の

A

 

P
O
H
t
i
c

 
P
l
a
t

 

i"or 

t
h
e

 

h
o
n
o
u
r

 

o
f
, 

t
h
e

 

P
r
i
n
c
e
.

な
.る
.其
著
書
中
に
於
て
佛
蘭

® 

ょ
り
輸
入
せ
ら
る
、
货
物
の
價
做
ビ
、同
國
に
檢
出
せ
る

 
>

 
货
#

の價條ビ»比

し

、

inf 

.
0
 

當
時
に
於
け

る

，浮
浪
無
賴
の
徒
を
緋
^
他
の
激

i

に
.使

®
し
、是

に由
-
^

て
從
來
和
蕭
の
享
得 

し

つ

し
漁
業
の
利
盤
を
英
國
の
手
に
獲
收

す

る

の
策
を
ボ

て
：？

^

と
即
ち
日
く
ジ
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e
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s
f
y
i
n
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u
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w
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t
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t
h
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w
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o
u
g
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o
u
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o
w
n
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t
h
e

 

ン 

w
e
、lose,'》

(

此

書
は

！

千
八
百

七

十

九

年 

A
r
b
e
r

 

の E
n
g
l
i
s
h

 

G
a
m
e
r

 

傭 

ニ
‘
® 

.
巾
、に
.重
到
せ
ら
.：る
、
K 

.四

十
.
0
. 

S
。又

.
0 く
 

T
h
e

 

k
i
l
l
i
n
g

 

of 

t
h
e

0

M
M
W
W
m

w
h
a
l
e

 

is 

b
o
t
h

 

pleasant 

a
n
d

 

prostable, 

a
n
d

 

witllont. great 

c
h
a
r
g
e
s
.

"ッ
書
瓦
五
十
八
頁

、.0

第
十
七
世
紀
の
初
年
は
經
濟
學
史
上
尊
重
す
可
き
纖
多

.の
'著
書

'を
以
て
飾
ら
れ

.た
：

中
に 

就
さ
て

 

G
e
m
r
d

 

d
e

 

M
a
l
y
n
e
s
,

の A

 

Treatise 

o
f

 t
h
e 

C
a
n
k
e
r

 

o
f

 

E
n
g
l
a
n
d
V

 c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
,

 

divided 

into 

tlirce 

parts; 

w
h
e
r
e
i
n

 

t
h
e

 

a
u
t
h
o
r

 

imitating 

t
h

ひ rule 

o
f g

o
o
d

 

PHSitions) 

6rst, 

declareth, 

t
h
e

 

disease; 
secondarily, 

s
h
e
w
e
t
h

 

t
h
e

 

efKolent 

cause 

t
h
e
r
e
o
f;

'
 lastly, 

a

 

r
e
m
e
d
y

 

for 

tilie 

S
a
m
?

も

-

ovo 

# 

の
出

版
せ
ら
れ
た
る
は

1

千
六
百

o

】

年
な
れ
と
も
其
原
本
し
て
大
英
傳
物
館
の
所
藏
す
る

A

 

treatise 

o
n

 

t
h
e 

disease 

of t
h
e

 

びod
y

 

politic 

o
f

 t
h
e

 

E
ngl

i
s
h 

c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

 

in 

t
h
e

 

proportion 

b
e
t
w
e
e
n

 

m
o
n
e
y

 

a
n
d

 

l
a
n
d
e
d

 

property, 

成
ク
し
は

一

千
五
百
九
十
年
代
の

こ

ざ

な

る
可
し

)

。彼
は
當
ホ
國 

家
の
病
患
ご
し
て
®
む
可
き
も
の
は
貨
幣
及
び
地
金
銀
め
輸
送
並
に
內
外
商
品
の
評
價
其
均 

衡
を
失
し
、

j

は
廉

.に
過
ぎ
他
は
不
廉
に
過
ぐ
る
の
ニ
因
に
基
き
て
國
富
の
減
退
を

*

す
の

a 

に
存
す
。而
し
て
其
結
果
.は
凡
て
輸
入
の
超
過
に
終
る
可
ジ
這
個
輸
入
膨
纖
並
に
其
結
锻
ね
る 

货
幣

.の

軌

乏

及

び

內

外

物

價

め

相

違

を

来

す

の

原

，因
：は
當
：時
の
‘银
行
，家

が

爲

替
0

務
を
行
ム 

に隙し吾が貨を

®

く
評
價
せ
る
.ょ
ダ
生
す
へ
る 

'も
の

’な

A

ビ
な

t
、外
：
國
爲
替
の

作
，
用
，を
.説 

明
し
た
る
後
、此
病
忠
に
對
す
る
救
濟
策
、；

0

し
て
國
家
の
權
力
に
據
も
て
各
地
に
於
け
る
特

奶九⑧
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ト
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游九貌

 

五ニ

相
®
を
服
库
し
、輸
入
品
に
對
レ
て
高
榮
の

i
桃
を
課
し
以
て
外
國
人
を
し
-で
之
を
支
拂
は
し 

め
併
せ
て
地
金
叙
の
輸
送
を

.禁
此
せ
し
む
可

.レ
、/J

論
b

れ
も
。即
ち
彼

‘は
‘

公
：：

の
權
カ
の
み
’働

-

0. 

.能

く1
^

替步合の限度を定：め得
る
の
み
な
ら
以

K

貴
余
屬
の
生
産
原
費
如
何
に
拘
ら 

す
、货
將
の
價
値
を
も
決
定
し
得
る
も
の
な
タ
マ

J

の
中
心
思
想
ょ
々

‘出
‘發
し
た
る
i

の
に
し
て 

最
も
熟
心
な
る
地
金
論
者
マ

J

し

て

兄

る

可

さ

も

の

な

-̂
。

同

1

著
者
の
手
成
み
同

一

年に出版せられれ

1

る
も

の
に

Saint G
eorge 

for England, alle- 

gorical

ダDesor:bed. 

vS 

當
時
の
英
國
內
に
於
け
る
社
會
的
病
思
を
述
ベ
た
る
も
の
に
し
て
、其 

文
の
記
す
が
如
，く
彼
の
所
謂
惡
龍
は

foenus 

p
o
l
i
t
i
c
u
m

其
兩
飄
は

u
s
u
m

 

poliiata

及
び

usura 

cxplicata

に
し
て
其
尾
は
變
動
常
な

.き

c
a
m
b
i
u
m

な-CN。

而
レ
て
此
惡
龍
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